〇　招　集　告　示
坂戸・鶴ヶ島消防組合告示第１８号
　平成２６年１２月２４日第４回坂戸・鶴ヶ島消防組合議会臨時会を坂戸・鶴ヶ島消防組合消防本部に招集する。
　　　平成２６年１２月９日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　坂戸・鶴ヶ島消防組合管理者　　石　川　　　清
記

　　１　坂戸・鶴ヶ島消防組合議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例及び坂戸・鶴ヶ島消防組

　　　合管理者及び副管理者の報酬等に関する条例の一部を改正する条例制定の件　　　　　　　　　　　

　　２　坂戸・鶴ヶ島消防組合職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定の件　　　　　　　　　

　　３　平成２６年度坂戸・鶴ヶ島消防組合一般会計補正予算（第１号）を定める件　　　　　　　　　　

〇　会　　期
　　平成２６年１２月２４日　１日間
　　　　　　　　　　　　　　　　〇応招・不応招議員
応招議員（８名）

　　　　　１番　　　鈴　　木　　友　　之　　　　　　　　　２番　　　松　　村　　和　　子

　　　　　３番　　　内　　野　　嘉　　広　　　　　　　　　４番　　　森　　田　　精　　一

　　　　　５番　　　柴　　田　　文　　子　　　　　　　　　６番　　　山　　中　　基　　充

　　　　　７番　　　宮　　﨑　　雅　　之　　　　　　　　　８番　　　小　　川　　達　　夫

不応招議員（なし）

平成２６年第４回坂戸・鶴ヶ島消防組合議会臨時会
〇議事日程（第１号）　平成２６年１２月２４日

　日程第１　会議録署名議員の指名について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　日程第２　会期の決定について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　日程第３　諸報告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　現金出納検査の結果について（監査報告第４号）　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　日程第４　議案第１２号　坂戸・鶴ヶ島消防組合議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例及び

　　　　　　　　　　　　　坂戸・鶴ヶ島消防組合管理者及び副管理者の報酬等に関する条例の一部を改正

　　　　　　　　　　　　　する条例制定の件　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　日程第５　議案第１３号　坂戸・鶴ヶ島消防組合職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定の件

　日程第６　議案第１４号　平成２６年度坂戸・鶴ヶ島消防組合一般会計補正予算（第１号）を定める件　

午前１０時００分開会

　出席議員（８名）

　　　　　１番　　　鈴　　木　　友　　之　　　　　　　　　２番　　　松　　村　　和　　子

　　　　　３番　　　内　　野　　嘉　　広　　　　　　　　　４番　　　森　　田　　精　　一

　　　　　５番　　　柴　　田　　文　　子　　　　　　　　　６番　　　山　　中　　基　　充

　　　　　７番　　　宮　　﨑　　雅　　之　　　　　　　　　８番　　　小　　川　　達　　夫

　欠席議員（なし）

　説明のための出席者

　　　管理者　　　石　　川　　　　　清　　　　　　　副管理者　　　藤　　縄　　善　　朗

　　　会　　計

　　　　　　　　　　千代田　　直　　人　　　　　　　消防長　　　加　　藤　　公　　司

　　　管理者
　　　参　　与

　　（坂　　戸　　　小　　川　　泰　　人　　　　　　　次　　長　　　岡　　部　　久　　志
　　　消防署長

　　　事務取扱）

　　　副参与　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　副参与
　　（予防課長　　　髙　　橋　　義　　裕　　　　　　（指令課長　　　川　　野　　敬　　三

　　　事務取扱）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務取扱）

　　　副参与
　　（鶴ヶ島　　　宇津木　　三十夫　　　　　　　庶務課長　　　寺　　田　　精　　一

　　　消防署長

　　　事務取扱）

　　　警防課長　　　髙　　橋　　長　　美　　　　　　　監査委員　　　村　　田　　昭　　夫

　事務局職員出席者

　　　書　　記　　　鹿ノ戸　　和　　弘　　　　　　　書　　記　　　今　　野　　淳　　一

　　　書　　記　　　仲　　島　　博　　之　　　　　　　書　　記　　　沼　　田　　淳　　司

　　　書　　記　　　宮　　﨑　　準　　也

　　　◎開会及び開議の宣告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（午前１０時００分）

〇森田精一議長　議員の皆さん、おはようございます。

　　現在の出席議員、８人全員でございます。

　　よって、定足数に達しておりますので、ただいまから平成26年12月第４回坂戸・鶴ヶ島消防組合議会臨時会を開会し、直ちに本日の会議を開きます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議長の挨拶
　　　　（森田精一議長起立）

〇森田精一議長　議事に先立ちまして、一言ご挨拶を申し上げます。

　　おはようございます。本日は、平成26年12月第４回坂戸・鶴ヶ島消防組合議会臨時会を開会いたしましたところ、議員各位におきましては、公私ともにご多用の中をご出席いただき、ここに開会の運びとなりましたことに対しまして、厚く御礼を申し上げます。

　　また、説明者におかれましても、お忙しい中、石川管理者並びに藤縄副管理者をはじめ関係者のご出席をいただき、厚く御礼を申し上げる次第であります。

　　本日は、「坂戸・鶴ヶ島消防組合議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例及び坂戸・鶴ヶ島消防組合管理者及び副管理者の報酬等に関する条例の一部を改正する条例制定の件」をはじめ３議案が提出されております。

　　本組合充実のため、何とぞ慎重ご審議の上、適切なるご議決とともに、議事の運営につきましても格別のご協力を賜りますようお願いを申し上げ、開会の挨拶といたします。

　　　　（森田精一議長着席）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議事日程の報告
〇森田精一議長　議事日程につきまして、お手元に配付のとおりです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎会議録署名議員の指名について
〇森田精一議長　直ちに本日の議事に入ります。

　　日程第１・「会議録署名議員の指名について」を行います。

　　会議録署名議員は、会議規則第88条の規定により、議長において

　　１　番　　鈴　　木　　友　　之　議員

　　２　番　　松　　村　　和　　子　議員

　の２名を指名いたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎会期の決定について
〇森田精一議長　日程第２・「会期の決定について」を議題といたします。

　　お諮りいたします。今期臨時会の会期は、本日１日といたしたいと思います。これにご異議ありませんか。

　　　　（「異議なし」の声）

〇森田精一議長　ご異議なしと認めます。

　　よって、平成26年12月第４回坂戸・鶴ヶ島消防組合議会臨時会の会期は、本日１日と決定いたしました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎諸報告
　　　　　現金出納検査の結果について（監査報告第４号）
〇森田精一議長　日程第３・「諸報告」をいたします。

　　はじめに、監査委員より平成26年10月分の現金出納検査の結果報告がありました。お手元に配付しておきましたので、ご了承願います。

　　次に、今期定例会に議事説明者として出席通知のありました者の職・氏名並びに事務局職員の職・氏名を一覧表として配付しておきましたので、ご了承願います。

　　以上で諸報告を終わります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議案第１２号～議案第１４号の一括上程について
〇森田精一議長　お諮りいたします。

　　日程第４・議案第12号・「坂戸・鶴ヶ島消防組合議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例及び坂戸・鶴ヶ島消防組合管理者及び副管理者の報酬等に関する条例の一部を改正する条例制定の件」から日程第６・議案第14号・「平成26年度坂戸・鶴ヶ島消防組合一般会計補正予算（第１号）を定める件」までを一括議題とすることにご異議ありませんか。

　　　　（「異議なし」の声）

〇森田精一議長　ご異議なしと認めます。

　　よって、そのように決定をいたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議案第１２号～議案第１４号の一括上程、説明
〇森田精一議長　日程第４・議案第12号・「坂戸・鶴ヶ島消防組合議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例及び坂戸・鶴ヶ島消防組合管理者及び副管理者の報酬等に関する条例の一部を改正する条例制定の件」から日程第６・議案第14号・「平成26年度坂戸・鶴ヶ島消防組合一般会計補正予算（第１号）を定める件」までを一括議題といたします。

　　議案につきましては、お手元に配付しておきましたので、ご了承願います。

　　提案理由の説明を求めます。

　　石川管理者。

　　　　（石川　清管理者登壇）

〇石川　清管理者　おはようございます。ただいま議題となっております議案第12号から議案第14号までの３件につきまして、一括して提案理由のご説明を申し上げます。

　　まず、議案第12号・「坂戸・鶴ヶ島消防組合議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例及び坂戸・鶴ヶ島消防組合管理者及び副管理者の報酬等に関する条例の一部を改正する条例制定の件」でありますが、現下の厳しい社会経済情勢等諸般の事情を勘案しつつ、職員の給与改定に準じ、議会の議員並びに管理者等の期末手当につきまして、所要の改正をいたしたく、本案を提出した次第であります。

　　改正内容について申し上げますと、期末手当の支給割合を0.15月分引き上げ、年間の支給割合を4.1月分にしようとするものであります。

　　次に、議案第13号・「坂戸・鶴ヶ島消防組合職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定の件」でありますが、人事院は民間事業所における本年４月分の月例給調査に基づき、去る８月７日、国会及び内閣に対し、７年ぶりのプラス改定になる勧告を行いました。

　　これを受け、政府は10月７日に、勧告どおり改定することを閣議決定するとともに、同日に給与関係の改正法案を国会に提出し、11月12日に可決成立したところであります。

　　当組合におきましては、構成市の厳しい財政状況を踏まえ、効率的な行財政運営を図っているところでありますが、慎重に検討いたしました結果、従来どおり人事院勧告及び埼玉県人事委員会勧告を尊重するとともに、国、県をはじめ構成市との均衡を考慮しつつ、基本的には国及び埼玉県の給与改定に準じて適用することといたしたいことから、本案を提出した次第であります。

　　改正内容について申し上げますと、国家公務員に準じ、初任給を2,000円引き上げることとし、若年層についても同程度の給料表の改定を実施し、交通用具使用者に係る通勤手当について、使用距離の区分に応じ、100円から7,100円まで引き上げ、勤勉手当について支給月数を0.15月分引き上げるものであります。

　　なお、実施時期につきましては、第１条の通勤手当及び給料表の引き上げは４月にさかのぼり、勤勉手当の改正は12月１日にさかのぼって施行いたしますが、次年度以降の勤勉手当の引き上げ分については、６月期と12月期に振り分けて実施することから、第２条につきましては平成27年４月１日の施行とするものであります。

　　次に、議案第14号・「平成26年度坂戸・鶴ヶ島消防組合一般会計補正予算（第１号）を定める件」でありますが、今回の補正は、歳入歳出それぞれ280万円を追加し、歳入歳出予算の総額を24億7,651万1,000円にしようとするものであります。

　　内容について申し上げますと、人事院勧告に準じ、職員の給与改定及び管理者等の報酬額の改定を実施するための経費を計上するとともに、平成27年度新採用職員の消防服装購入に伴い、常備消防費に不足額が生じたため、必要な措置をいたすものであります。

　　なお、歳出に見合う財源といたしましては、現行の予算の範囲内で調整をいたしますとともに、繰越金を増額して収支の均衡を図った次第であります。

　　以上、議案第12号から議案第14号につきまして提案理由を申し上げましたが、何とぞ慎重ご審議の上、速やかなるご議決を賜りますようお願い申し上げまして、提案理由の説明といたします。

　　　　（石川　清管理者降壇）

〇森田精一議長　以上をもって提案理由の説明は終わりました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議案第１２号の質疑、討論、採決
〇森田精一議長　これより各案件につき単独質疑、討論、採決に入ります。

　　最初に、日程第４・議案第12号・「坂戸・鶴ヶ島消防組合議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例及び坂戸・鶴ヶ島消防組合管理者及び副管理者の報酬等に関する条例の一部を改正する条例制定の件｣に対する質疑に入ります。

　　２番・松村議員。

〇２番（松村和子議員）　２番、松村。議案第12号・「坂戸・鶴ヶ島消防組合議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例及び坂戸・鶴ヶ島消防組合管理者及び副管理者の報酬等に関する条例の一部を改正する条例制定の件」につきまして質疑を行います。

　　まず、今回の改定は、職員の給与改定に準じて行ったということで、議員の期末手当並びに管理者、副管理者の期末手当の引き上げが行われるわけですが、この引き上げられる、パーセントは聞きましたけれども、額についてをまずお尋ねしておきたいと思います。

　　それから次に、ここにご説明がございますけれども、「現下の社会情勢等」と書いてあります。その社会経済情勢というのが、いずれも「厳しい」という言葉を説明に加えられているのですけれども、やはり厳しいと見ているのだなというふうに思いますが、そういった組合を構成している両市の状況、財政の状況は厳しいのだというふうに見ていると思いますけれども、その点についてご答弁をいただいておきたいと思います。

　　２点お願いします。

〇森田精一議長　寺田庶務課長、答弁。

〇寺田精一庶務課長　お答え申し上げます。

　　まずはじめに、議会の議員及び正副管理者の期末手当の支給基準の改正に伴う影響額についてでございますが、職員の勤勉手当の引き上げ率同様に、0.15月分の引き上げとなり、議会の議員にありましては、議長が2,925円、副議長が2,775円、議員が2,625円で、議員合計２万1,450円の引き上げとなります。正副管理者にありましては、管理者が3,600円、副管理者が2,775円で、合計6,375円の引き上げとなります。

　　次に、現下の厳しい社会経済情勢ということでございますが、こちらにつきましては議員さんの申されましたとおり、昨今の厳しい財政状況ではございますが、今回の引き上げにつきましても、職員との均衡を図るというところを重点といたしまして、人事院勧告を尊重する職員の給与改定に準じまして改正をするものでございます。ご理解をいただきたいと思います。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　よろしいですか。

　　２番・松村議員。

〇２番（松村和子議員）　２番、松村和子。再質疑を行います。

　　ただいま答弁をいただきました。引き上げ幅は余り多くはないものの、額としては、広域行政ですので、少ないけれども、全体と合わせ、そしてまた本体、今までいただいている本体と合わせましても、やはり相当な額になるわけです。そういう中で、現下の社会情勢をどう見るかということが、厳しいということで見ているわけですけれども、私も鶴ヶ島のほうでは、この点については、市長はみずから引き上げをする権限があり、この組合もやはり管理者、副管理者にその権限があるわけです。ですから、どんなに情勢が厳しくても、引き上げるという気になれば引き上げられてしまうというところに一定の問題があると私は見ていますが、今鶴ヶ島市では生活保護を下回っている家庭というのは4,680世帯あるのだというふうに伺いました。また、少子高齢化の中で市民税が増税、いわゆる復興税とかいろんな、年少扶養控除の廃止とか、そういうもので住民税は増税にはなっておりますけれども、実際の、実質上の中身を見てみますと、非常に住民税も減っているということがもうこれは明らかになっているところでございます。

　　ですから、本体の両市を取り巻く情勢というのは非常に厳しくて、大変市民にとっては暮らしづらい。今生活できない方たちも多いという中で、こういった引き上げについては、本当に考えていかなければいけないというときに来ていると思うのです。そういう中でもやはり引き上げるということについては、非常に問題があるなというふうに思いますが、この点についてもう一度ご答弁をお願いしたいと思います。

〇森田精一議長　寺田庶務課長、答弁。

〇寺田精一庶務課長　お答え申し上げます。

　　当組合におきましての報酬及び給与関係の規定につきましては、基本的に構成市に準じまして対応しておりますことから、今後におきましても構成市の動向を見ながら対応させていただきたいと考えておりますので、ご理解をいただきたいと思います。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　よろしいですか。

　　ほかに。

　　６番・山中議員。

〇６番（山中基充議員）　６番、山中基充でございます。議案第12号・「坂戸・鶴ヶ島消防組合議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例及び坂戸・鶴ヶ島消防組合管理者及び副管理者の報酬等に関する条例の一部を改正する条例制定の件」について、１点だけお伺いをさせていただきます。

　　そもそも論になってしまうのですけれども、今回７年ぶりに公務員の給料が上がるということは人事院勧告に準拠して行われるということでございまして、７年ぶり、８月７日の人事院によりますと、民間との格差が0.27％あるということで、要は民間のほうが給与を上げているので、公務員が４月にさかのぼって上げるということに準拠した形での今回の条例改正でございますが、人事院の、今もちょっと質疑の中で、受ける感覚と実際に上がっている状況というのが何となく、地方にはなかなかまだまだ影響がないと言われておりますが、この人事院勧告の意味するものということについて、執行部としてはどのようなご理解をされて、また同様に、埼玉の人事委員会の勧告というものについてもお伺いをさせていただきます。

〇森田精一議長　暫時休憩いたします。

　　　　休憩　午前１０時１７分

　　　　再開　午前１０時１８分

〇森田精一議長　休憩前に引き続き会議を開きます。

　　寺田庶務課長、答弁。

〇寺田精一庶務課長　お答え申し上げます。

　　人事院勧告並びに埼玉県の勧告に準じということでございますが、当組合の職員並びに給与関係につきましては、人事院勧告、こちらを尊重するという構成市の考え方、それに準じて実施しておるところでございますので、何とぞご理解いただきたいと思います。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　よろしいですか。

　　６番・山中議員。

〇６番（山中基充議員）　山中でございます。

　　私は理解しているところですが、人事院勧告の、また県の人事委員会の勧告は、基本的に民間の企業等のリサーチをされて、それに伴いまして、先ほど0.27カ月という数字が出てきて、実際にはそういう具体的なといいますか、きちんとした基準の上で今回の報酬が、関係市、構成市では行われているというふうに理解してよろしいのか確認をさせていただきます。

〇森田精一議長　寺田庶務課長、答弁。

〇寺田精一庶務課長　お答え申し上げます。

　　ただいま山中議員さんがおっしゃられましたとおり、当組合におきましても、人事院勧告につきましては、その情勢に応じた適切な対応と考えておりますので、それに準じる体制をとっておるところでございます。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　よろしいですか。

　　　　（「はい」の声）

〇森田精一議長　ほかに。

　　　　（「なし」の声）

〇森田精一議長　質疑を終結いたします。

　　これより討論に入ります。

　　　　（「なし」の声）

〇森田精一議長　討論なしと認め、討論を終結いたします。

　　これより議案第12号を採決いたします。

　　本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。

　　　　（「異議なし」の声）

〇森田精一議長　ご異議なしと認めます。

　　よって、本案は原案のとおり可決されました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議案第１３号の質疑、討論、採決
〇森田精一議長　次に、日程第５・議案第13号・「坂戸・鶴ヶ島消防組合職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定の件」に対する質疑に入ります。

　　　　（「なし」の声）

〇森田精一議長　質疑を終結いたします。

　　これより討論に入ります。

　　　　（「なし」の声）

〇森田精一議長　討論なしと認め、討論を終結いたします。

　　これより議案第13号を採決いたします。

　　本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。

　　　　（「異議なし」の声）

〇森田精一議長　ご異議なしと認めます。

　　よって、本案は原案のとおり可決されました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議案第１４号の質疑、討論、採決
〇森田精一議長　次に、日程第６・議案第14号・「平成26年度坂戸・鶴ヶ島消防組合一般会計補正予算（第１号）を定める件」に対する質疑に入ります。

　　６番・山中議員。

〇６番（山中基充議員）　山中でございます。議案第14号・「平成26年度坂戸・鶴ヶ島消防組合一般会計補正予算（第１号）」について、２点お伺いをいたします。

　　まず、第１点、報酬に関してでありますけれども、ただいま条例改正が可決されましたけれども、給与にかかわって0.27カ月、民間との差を４月にさかのぼって改正をするということでございましたが、本補正予算案に出てくるのは、共済費の補正というところが重立ったところのようなのですが、これは鶴ヶ島市におきましても、報酬一人一人は増えているのですけれども、職員がやめられたりとかして、そういったものの精査をすると逆にマイナスであったりとかがありましたので、今回の条例改正に伴いまして、給料や勤勉手当、交通手当の詳細と、あと平均してといいますか、１人当たり幾らぐらいになるかということについてお伺いをさせていただきます。

　　もう一点は、装備の点に関してですが、消防費の需用費、消耗品費として209万増額補正がなされておりますけれども、職員の来年度の採用の増に伴いまして、今から準備をするということで補正予算対応されているのですが、それについて、改めて内容についてお伺いをさせていただきます。

　　済みません。需用費の場合は、消耗品費として254万円ということでお伺いをさせていただきます。

〇森田精一議長　寺田庶務課長、答弁。

〇寺田精一庶務課長　お答え申し上げます。

　　人事院勧告に伴います職員の給与の影響額についてでございますが、今回の給与改定によりまして、職員支給する通勤手当、給与及び期末、勤勉手当の影響額は合計で約1,440万円となります。再任用職員を含む196名で平均いたしますと、１人当たり約７万3,500円の引き上げとなる見込みでございます。内訳といたしましては、通勤手当が支給対象者125名で68万5,732円、給与が改定対象者113名で200万2,846円、期末、勤勉手当が対象者196名で1,164万726円となります。

　　また、補正予算で共済費280万円を補正する内容でございますが、こちらにつきましては職員の給与改定等に基づく給与費の増額により、職員共済組合負担金が増額となったものでございます。

　　初めの質問に戻りますが、職員の給与に関する条例の一部改正を実施するのに、給与額の補正予算に含まれていない理由についてでございますが、今年度前期に育児休業者２名及び病気休職者１名の計３名の無給職員がおりましたことから、給与費に残額が生じたこと、また今後の災害等の発生状況にもよりますが、職員の増減額につきましては、その必要に応じまして、執行見込みが確定後の２月議会において補正予算を提出させたいただく予定でございます。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　よろしいですか。

　　髙橋警防課長、答弁。

〇髙橋長美警防課長　お答え申し上げます。

　　今回の消防服装の主な内容ということでございますけれども、新採用者１人当たりの消防服装の関係につきましては、通常男性で約50万円、女性で約55万円となっております。

　　なお、今回につきましては、在庫対応等で対応したものでありますから、男性で１人当たり49万円となっております。

　　主な内容でございますけれども、一般服装では、制服、制帽、活動服、短靴等、特殊服装では、災害現場等で着用します防火服、保安帽、手袋及び寝具類等でございます。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　よろしいですか。

　　ほかに。

　　　　（「なし」の声）

〇森田精一議長　質疑を終結いたします。

　　これより討論に入ります。

　　　　（「なし」の声）

〇森田精一議長　討論なしと認め、討論を終結いたします。

　　これより議案第14号を採決いたします。

　　本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。

　　　　（「異議なし」の声）

〇森田精一議長　ご異議なしと認めます。

　　よって、本案は原案のとおり可決されました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎閉議の宣告
〇森田精一議長　以上をもちまして、今期臨時会の議事はすべて終了いたしました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議長の挨拶
　　　　（森田精一議長起立）

〇森田精一議長　閉会に当たり、一言ご挨拶を申し上げます。

　　議員の皆様のご理解とご協力を賜り、閉会の運びとなりましたことに深く感謝を申し上げます。

　　平成26年も残り少なくなり、いよいよ本格的な寒さも迎えることになりました。

　　議員各位におかれましては、時節柄何かとご多用のことと存じますが、くれぐれも健康にはご留意をいただきまして、ご健勝にて新年が迎えられますことをお祈り申し上げるとともに、今後とも本組合地域の進展と消防行政推進のため、なお一層のご尽力を賜りますようお願いを申し上げまして、閉会のご挨拶といたします。ありがとうございました。

　　　　（森田精一議長着席）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎管理者の挨拶
〇森田精一議長　石川管理者から挨拶のための発言を求められておりますので、これを許します。

　　石川管理者。

　　　　（石川　清管理者登壇）

〇石川　清管理者　議員の皆様におかれましては、大変ご多用の中、全員の方のご出席を賜りまして、提出議案３件について原案のとおり可決いただき、心より感謝を申し上げます。

　　火災等の概要につきましてご報告申し上げます。

　　本年１月から11月までの火災件数は48件で、前年同期と比較いたしますと７件の減となっており、このうち建物火災は20件であります。

　　次に、本年１月から11月までの救急出場件数は6,241件で、前年同期と比較いたしますと２件の増となっております。

　　平成26年も残り少なくなり、新年を迎えようとしておりますが、消防組合といたしましては、年末年始につきましても気を緩めることなく、万全の体制で迎えたいと考えております。

　　寒さはますます厳しくなってまいりますので、十分ご自愛の上、来る年が皆様にとりましてすばらしい年になりますようご祈念申し上げまして、お礼の挨拶といたします。ありがとうございました。

　　　　（石川　清管理者降壇）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎閉会の宣告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（午前１０時３１分）

〇森田精一議長　これをもちまして、平成26年12月第４回坂戸・鶴ヶ島消防組合議会臨時会の議事を閉じ、閉会といたします。
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